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　巻頭言　Foreword

水素・燃料電池の研究開発における FC-Cubic
の役割
Role of FC-Cubic in Hydrogen and Fuel Cell R&D

技術研究組合 FC-Cubic　副所長
守谷　隆史
Takashi Moriya

Deputy Director, Research Center
Fuel Cell Cutting-Edge Research Center Technology Research Association

　我が国では今年2月に第7次エネルギー基本計画が閣議決定され、2040 年の電源構成に対する再生可能エネ

ルギーの比率を4〜5割に設定する中で、一次エネルギー供給量に占める水素等の割合は5％未満となってい

ます。また、2050 年のカーボンニュートラルに向けては、2030 年に CO2 排出量を 2013 年比 46％の削減を公表

し、様々なシナリオを検討しています。脱炭素社会構築に向けては一つの技術で達成することは難しく、様々

な技術を組み合わせる必要がありますが、水素・燃料電池は、その中の一つの大きなアイテムとして必要な技

術であると考えられます。我が国においても 2020 年のグリーンイノベーション（GI）基金の設置や、昨年5月

に策定された水素社会推進法による支援政策等で強力に後押しをしています。

　一方、今年1月にアメリカのトランプ政権が発足して地球温暖化対策に向けた取り組みに関して、パリ協定

からの離脱を含め、これまでの脱炭素化の動きに対して 180 度方向転換をしているように思えます。欧州で

もこれまでの Re-Power EU の政策による再生可能エネルギーや水素の導入といった活動に対する動きが遅く

なっている印象があります。しかし、世界的に温暖化の影響と思われる気候変動による災害の多発や、農業、

漁業への影響が顕在化してきており、実際に我々の生活においても気温の上昇を肌で感じる様になってきまし

た。

　私は四半世紀以上自動車会社で燃料電池車の開発に携わって来ましたが、昨年より技術研究組合 FC-Cubic

で仕事をしています。四半世紀にわたる燃料電池の開発においては、何回か燃料電池のブームが訪れましたが、

残念ながら未だ水素・燃料電池の大きな産業には出来ておらず、特に燃料電池の耐久信頼性とコストの面でさ

らなる研究開発活動が必要な状況だと考えています。一方、水素をエネルギーとして見た場合、エネルギーに

求められる３E（安定供給、経済効率性、環境適合性）＋Ｓ（安全性）を満たす観点からは、まだまだ水素価

格が高いという状況にあります。将来的に期待されている再生可能エネルギー由来の水素に関しては、電気代

が大きなコストを占めますが、同時に電解槽のコスト低減に向けて電解性能の向上と耐久性の両立が大きな課

題となっています。

　FC-Cubic は、NEDO 事業と JST 事業に参画する中で、日本の燃料電池開発における産学の研究開発のハブ

となることを目指して活動しており、策定されたロードマップの目標達成に向けて燃料電池の高性能化、高耐

久化、低コスト化といった様々なテーマを産学官の連携によるオールジャパンの体制で研究開発を推進してい

ます。また、常温水電解技術の研究開発においても NEDO 事業に参画し、その研究の一翼を担う活動を始めて

おります。
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　今年3月に新たに燃料電池のロードマップが発表され、2035 年の目標として特に HDV をターゲットとした

非常に高い目標が設定されました。一方、水電解についても今年4月にロードマップが発表されており、先に

示した電解性能の向上と耐久性の両立に向けた活動が求められています。

　FC-Cubic では、2025 年〜 2029 年の5年間の NEDO 事業においても「燃料電池評価解析プラットフォーム」

に参画し、産業界や関係機関と一緒になって研究開発に取り組んでまいりますが、同時に水電解においても「評

価解析プラットフォーム」に参画し、貢献していきたいと考えています。私自身もこれまでの経験を活かして

FC-Cubic の活動に参加して日本の水素・燃料電池の競争力の確保に向けて貢献していければと考えています。
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